





















































収めた計 10 本の映像を上映し、語り手による解説がありました。 
 三つ目は、地域活動に関するポスター展示で、立教大学経済学部の大山利男准教授のゼ
ミ、日本女子大学の薬袋准教授のゼミ、そして南池袋小学校の子どもたちの取り組みが紹
介されました。農業経済学を専門とする大山ゼミでは、豊島区由来の伝統野菜である雑司
ヶ谷ナスを実際に栽培し、その栽培過程などを解説しました。薬袋ゼミは、学生有志が中
心となって作成した冊子『わいわいぞうしがや』や『ぞうしガヤガヤたんけん』が紹介さ
れ、これまで取り組んできた研究内容もまとめられていました。南池袋小学校は、すすき
みみずくの制作講習を受ける児童の写真や、児童から送られた雑司が谷すすきみみずく保
存会の方へのお礼状などが展示されました。 
 さまざまな視点から、雑司が谷での地域活動をご紹介いただく中で、雑司が谷には歴史
的、文化的に価値の高いものが多くあることに気付かされました。そして、自然もまた地
域の宝であると感じました。とくに第 3 部「すすきみみずく制作ワークショップ」では、
具体的な地域づくりの取り組みを体験することができる貴重な機会でした。講演だけでな
く、来場者が参加できるプログラムもあり、午前中から夕方まで大変充実した講座でした。 
（ふきや・ゆうき 立教大学大学院文学研究科日本文学専攻博士課程後期課程） 
※初出：http://www.rikkyo.ac.jp/closeup/report/  
